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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「冬」　
旧暦 ： 神無月一日～師走三十日　新暦 ： 令和元年10月28日～令和02年1月24日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「冬」　
早  喜  春  隣　　　（暦より早い喜び春隣）
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冬は新暦10月28日から。少し早めに“冬入り”するようですね。また、冬の終わりも翌年の新暦1月24日ですから、「少し早めに過行く冬」と予想します。本格的な冬の訪れは11月下旬（新暦）頃からでしょう。2019年の正月（新暦）は“中冬”の後半。まさに寒さのピークですね。寒いですから、暖かくしてお迎えください。 
庖丁の 音の小刻み 春隣（中村汀女）
 (写真：神無月七日＜新暦2019年11月3日＞台風、大雨の影響で水ひかぬ我が畑)
2． 今年の 「冬」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	初霜（銚子）
	11/30
	霜月四日
	-11

	カエデ紅葉（銚子）
	12/13
	霜月十七日
	+1

	初氷（銚子）
	2/1/6
	師走十二日
	+16

	つばき開花（水戸）
	2/1/12
	師走十八日
	-10


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

新暦10～11月中旬は、本州付近で高気圧に覆われやすく晴れた日が多くなりました。そして暖かな日が続きましたね。「予想は外れ。全体的には冬入りは遅くなりました」、と言いかけたその時、急に寒さが舞い込んできました。おおっ、「本格的な冬の訪れは11月下旬（新暦）頃からでしょう」とした元ちゃんの旧暦予想は見事に的中！新暦12月7日には、横浜で平年より6日も早い初雪を観測しましたし、同日、東京でもみぞれ交じりの雨が降りました。そして新暦12月8日には平年より12日も早く東京で初霜が観測されました。ただこの新暦12月は、寒暖差が激しく、真冬の寒さかと思えば、翌日は新暦11月中旬頃の気温だったり。なんといっても新暦12月17日には那覇で27.5℃と約100年ぶりの暖かさになったようです。新暦1月も暖かくなりましたね。全国的に寒気の南下が弱く、低気圧に向かって暖かい空気が流れ込み気温は顕著に高くなりました。東・西日本ではそれぞれ新暦1 月としては1946 年以降で1 位の高温となりました。
3． 元ちゃんの 「冬」　
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　　 　夕日と幻日　　 　　　    　東京駅と寒月     　  　    新暦元日の夕日　         新暦1月3日の富士山
    神無月廿一日(1/11/17)　  　 　霜月十六日（1/12/12）   　　   師走七日（2/1/1）　         　 師走九日（2/1/3）
4． 元ちゃんの旧暦予想 「春」　新暦2.1.25～2.4.22
早　咲　梅　招　  　（春を招く早い梅花開花）  
令和2年の春節（旧暦元日）は新暦1月25日。一般的な春の始まりは新暦2月上旬頃ですから、令和２年は早めの春の訪れとなりそうです。梅や桃、桜の花も早めに咲くでしょう。本格的な暖かさは、新暦2月下旬頃から。春の終わりも新暦4月22日と早そうで、足早に春は過ぎ去っていきます。暖かな春と予想します。
正月(むつき)立ち　春の来らば　かくしこそ
梅を招きつつ、楽しみ終(を)へめ　（大弐紀卿：万葉集）

なんだかんだ言っても旧暦！

















